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平成 22 年８月４日

各 位

会 社 名 株式会社総医研ホールディングス

代表者名 代表取締役社長 小池 眞也

（コード番号 2385 東証マザーズ）

（URL. http://www.soiken.com/）

問合せ先 取締役財務部長 田部 修

（TEL． 06－6871－8888）

連結子会社株式の減損処理及びのれんの一時償却による特別損失の計上

ならびに連結業績予想の修正に関するお知らせ

平成 22 年６月期決算におきまして、下記のとおり、当社が保有する連結子会社株式の減損処理（個別決算）及び

のれんの一時償却（連結決算）を行い、これにともなう特別損失を計上しましたのでお知らせいたします。

また、本件処理もあり、平成 22 年６月期通期の連結業績予想の修正を行いましたので、併せてお知らせいたしま

す。

なお、平成22年６月期決算の確定数値及び詳細ならびに平成23年６月期の業績予想数値につきましては、平成

22 年８月 18 日（水）に発表する予定であります。

記

Ⅰ 連結子会社株式の減損処理及びのれんの一時償却による特別損失の計上について

１． 連結子会社株式の減損処理（個別決算）

当社が保有する連結子会社株式会社ビービーラボラトリーズの株式につきまして、昨今の不況を背景とした消費

動向の鈍化等の影響により同社の業績及び経営環境が悪化したことに鑑み、平成22年６月期の業績及び現時点

での今後の業績見通しを勘案した結果、平成22年６月期の個別決算において563百万円の減損処理を行い、関

係会社株式評価損として特別損失 563 百万円を計上することとなりました。

２．のれんの一時償却（連結決算）

個別決算において上記の減損処理を行うことにともない、連結決算において同社にかかるのれんの一時償却を

行い、のれん償却額として特別損失 472 百万円を計上することとなりました。なお、本件処理によりのれんの残高

がゼロとなることから、平成 28年６月期まで毎期78百万円計上予定でありましたのれん償却費の負担が、平成23

年６月期以降はなくなることとなります。
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Ⅱ 平成 22 年６月期通期連結業績予想数値の修正（平成 21 年７月１日～平成 22 年６月 30 日）

（単位：百万円、％）

売上高 営業損失 経常損失 当期純損失
１株あたり

当期純損失

円 銭

前回発表予想（Ａ） 1,650 △620 △600 △650 △2,498 94

今回修正予想（Ｂ） 1,443 △666 △635 △1,145 △4,406 57

増減額（Ｂ－Ａ） △207 △46 △35 △495 －

増減率（％） △12.5 － － － －

（ご参考）前期実績

（平成 21 年６月期）
1,980 △223 △166 △163 △628 95

（修正の理由）

連結売上高につきましては、生体評価システム事業の売上高が期中の新規受注等により計画を上回ったも

のの、化粧品事業において昨今の消費動向の鈍化等から通販部門および卸売部門の何れも計画を下回ったこ

とを主因としまして、前回発表数値を下回る見通しとなりました。

一方、連結営業損失、連結経常損失及び連結当期純損失につきましては、グループ全体として費用の抑制

に努めましたが、連結売上高の計画未達の影響が大きく、特に連結当期純損失につきましては上記ののれん

の一時償却による特別損失 472 百万円の計上もあり、何れも上記のとおり前回発表数値よりも損失が拡大す

る見通しとなりました。

以 上

※本資料に記載しております予想数値は、現時点において入手可能な情報に基づき、不確定要素については
仮定を置いた上で当社にて作成したものであります。実際の業績数値は、様々な要因により上記数値と異
なることがあります。


